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花と映画 と私

中村 　洋美

色 との 出遲い

高木　くに子 　中京短期 大学

　仕事の関係で，時々 ， 花の卸売市場 のセ リを見学し

て い ます 。 い ろ い ろな花を見て い ると楽 しくな り ， セ

リの 見学と い うよ り花の 見学の 面が強い か もしれませ

ん 。 花は ， 種類ことにた くさんの色 があ りますが ， 季

節やそ の 時の 入荷量 によ り， 色によ っ て価格が決ま る

こ とがあります 。 これも生鮮食品系の，需要と供給の

バラ ンス によるものなので しょ うか 。

　私 は映画が大好きなの で すが ， 映画 の 中 で も花 は い

ろい ろと使われて おD，注意して 見るようにして いま

す 。 花の種類 ， 色 ， どのよ うに飾っ て あるかな どと。

しか し，意識しな くとも 目に飛び込ん で きた映像があ

りま した 。 「運命の逆転」で，主人公の側に 飾 っ てあ

っ た緋色のグラジオラス で した 。 そ の シ
ー

ン は ， 婦人

に非難され て い る主人公 の 心 の 中を映 し出すよう に，

グラ ジオラ ス を使 っ てあ りました 。 グラジオラス は ，

夏の暑 い と きに咲 く， 剣 の ような強 い イメ
ー

ジの 花で

す 。 しかも，燃えるような赤の ため強烈な印象を受け，

すこ い と息をのみま した 。 他にも ， ホワイ ト八 ウスが

舞台となる映画は ， 花を家具の
一

部のように不可欠な

も の として 使 っ て あり，素敵だなあ と感じます 。

　また，「ニ キ
ータ」で ， 秘密工作員で ある ニ キ

ー
タ

に ， 元教官が花 束と ワ イ ン を持 っ て 訪ね て行くシ
ー

ン

があ りま した 。 こ の事に閧 して ，花を贈ると いうエ ッ

セ イ を雑誌で読んだ と き ， どんな花束 だ っ たか思 い 出

せません で した。せ めて 色 だけ で もと思 っ たとき，映

像にあま り色 が付い て なか っ たよう に 思 え ました 。 そ

れ を 違和感な く見れ た のは ， 音 で 色 を 付 け て い た か ら

だ と感じたの で す 。 私が色の勉強を して み たいと
一

番

最初 に思 っ た ， 色 と音の 関係につ い て ，
こ の 映画で は

表現され て い る と感 じま した 。

　花は，映画の 中で小道具の
一

っ にすぎませんが ， 登

場人物の服が TF ｝o に 応 じて替わるように ， その使わ

れ方を見るのもおも しろ いと思 い ます 。 私たち の 生活

の中で も服を着替えるよう に ， 花を自然に，気軽に使

える ようにな っ たら い い な あ と思 っ て い ます 。

　近頃 は人々の色へ の関心も高ま り ， フ ァ ッ シ ョ ンだ

け で な く ， 公 共 の 色彩も ニ ュ
ース で 取り上 げられる よ

うにな っ た り，またカ ラ ー
コ
ーデ ィネートと い う書葉

が日常聴かれるようにな りま した。 私 も長年被服構成

学実習の教鞭をと るなかで ，デ ザイン と色に つ い て関

わ っ てきま した 。 1995年日本家政学会合同夏期セ ミナ

ー
で色彩部会 に参加 した ことがき っ かけで ， 日本色彩

学会 に入会 しま した 。 今 で はフ ァ ッ シ ョ ン関連 の み だ

けでなく，日常生活の中での色や地域と環境の中で氾

濫する色を どう見るのか ， 見えるの か ， また冕られる

の か学会主催の 講演会を聴講し，い ろ い ろな角度か ら

色につ い ての知識を私な りに深めてお ります 。

　昨年は ， 色 彩文化の 相違 に興味を持ち ， 色との関わ

りをさ らに広 く持ちた い と 『日本 ・韓国色彩学会研修

交流会」に参加 しました 。 通度寺 ・景福宮な どの色鮮

やかな建物 ， 石宙善記念博物館 ・刺繍博物館で は李王

朝時代の上流階級の 女性の礼服であっ たウォ トサムや

チ ョ ゴリ （襦 ）， チマ （裳）， また 日本の風 呂敷や袱紗

の 機能を持 つ ，絹袷仕立 て の 花蝶文様刺繍ポジ ャギや

パ ッ チ ワーク技法を施 したポジャギなどにも ， 陰陽五

行説 に基づいた色を中心 に伝統的色彩が随所に見られ

ま した 。 セ ミ ナ ーで は 「古都」京都の景観に 配慮した

広告物の事例をあげて環境色彩につ いての発表 ， 韓国

の伝統色を基 調と した服飾 ・建築における 色彩につ い

て の発表な どがあ りま した 。 こ の短い 4泊 5日の学会

研修会が色を再認識した，
“

色
”

との出 逢 いで あ り，

色 へ の関心を
一
層深めた旅で もありま した 。

　い まま で は街にあ i5X れる広告や看板などの色 ・
デザ

イン ， そ れら をと D まく周 りの風景 を何気な く見過 ご

してきま したが，近頃で は広告や看板を始め ， 少 し変

わ っ た外観や 塗装な どの建物が目 につ くようにな り，

今 まで 使っ た こ との なか っ た
一

眼レフ カメラを片手に，

「公共 の 色彩」を テーマ に 写真を撮 っ て い ます。 こ れ

を機会に色の持つ 記号的役割の機能色と精神的役割の

情緒色など色の感じ方を追求し ， 色 と つ きあ っ て い き

たい と思います 。
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